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市内全5校の中学生による合唱で市民歌がレコーディングされ、折々に美しい歌声で聞くことができます。

市制施行とともに
市民歌 制定。
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これからの富谷を奏でるシンボルソング。

作詞／菊池 拓哉さん（MONKEY MAJIK／Dr）

作曲／メイナード プラントさん（MONKEY MAJIK／Vo＆G）

平成28年10月10日、市制施行という新たな歴史の1ページを刻んだ富谷。
この節目にあたり、長年親しまれてきた町民歌に代わる「市民歌」が制定
されました。作詞作曲を手掛けたのは、「MONKEY MAJIK（モンキーマ
ジック）」のメンバーであり、富谷在住の菊池拓哉さんとメイナード プラン
トさん。誰もが気軽に口ずさみ、数十年後まで歌い継がれる、富谷愛にあ
ふれたシンボルソングが、ここに完成しました。

MONKEY MAJIK（モンキーマジック）
カナダ人２名と日本人２名で構成されたロック・バンド。“ジャンル”にとらわれない“サウンドアプローチ”で、“誰
しもの感情や記憶を揺らすような普遍性に満ちたメロディー”を武器に“自由でボーダ・レスなGood Music”を
生み続けている。

子どもたちには未来に思いを馳せながら歌ってほしいし、大人は酒の席でグ
ラスを傾けながら、賑やかに歌ってもらえたらうれしいなと。
実は作詞をしていたのはツアー中で、ライブが終わると毎日部屋にこもって
考えていたんですが、ある時メイナードが「楽しみながら作ったほうがいい
よ」って。楽しめること。やっぱりそれがいちばん大切だと思うし、いろいろ
な集いの場で自然に口ずさまれて、みんながひとつになるような歌になって
くれたら。そう思いますね。

僕も小・中学校は合唱をしていたから、みんなで歌うあの雰囲気を思い出し
ながら作曲しました。メロディがすっと入りやすく、どこかで聴いたことがあ
るようで、何か恋をしたくなるような。何も考えないで口ずさめるようなもの
になればいいなと。僕はカナダ人であり、富谷市民。音楽には、国境や世代
を越えるパワーがあると思う。この歌を歌いつないでいく子どもたちには、
ワールドワイドにのびのびと人生を楽しんでもらいたいですね。
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Message

富谷市市民歌
作詞／菊池拓哉　　作曲／メイナード プラント

こがねいろ

いにしえ とお みや

とわ

いのち

あす

黄金色に輝く大地

朝焼けに染まる七ツ森

季節の表情鮮やかに

生命豊かな理想郷

想い敬って

学び受け継いで

誇りを胸に自由な明日へ

やがて時は過ぎ

巡り巡っても

ともに手をとり

輪となれ  ああ富谷

生い茂る木々に囲まれた

古の神秘十の宮

悠久の歴史想い馳せ

古式ゆかしき我が故郷

想い敬って

学び受け継いで

誇りを胸に自由な明日へ

やがて時は過ぎ

巡り巡っても

ともに手をとり

輪となれ  ああ富谷

笑顔で行き交う人の波

隆盛極めた富谷宿

老いも若きも朗らかに

希望にあふれる我が故郷

想い敬って

学び受け継いで

誇りを胸に自由な明日へ

やがて時は過ぎ

巡り巡っても

ともに手をとり

輪となれ  ああ富谷

永遠に手をとり

輪となれ  ああ富谷

富谷市市勢要覧 富谷市市勢要覧
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ご　挨　拶

「住みたくなるまち 日本一」
を目指して
〜 100 年間ひとが増え続けるまち 村から町へ 町から市へ〜

　富谷市は、明治 22 年に「富谷村」として発足しました。昭和 38

年の町制施行時に 5千人余りだった人口は、平成 27 年の国勢調査

時に 51,591 人となり、平成 28 年 10 月 10 日に「富谷市」として新

たにスタートすることができました。これも、先人の皆様や市民・

関係者の皆様のご尽力の賜物と感謝申し上げます。

　本市を取り巻く社会情勢は、高齢化・少子化・国際化・情報化な

どの進展から、急激な変化を迎えています。また、市制施行という

新たなステージに立った本市は、新たなビジョンでさらなる発展を

させていく方策が求められています。

　このような観点から、本市を取り巻く課題に取り組むとともに、

新たな重点施策である「富谷市地方創生総合戦略」を包含した「富

谷市総合計画」を策定いたしました。

　富谷市総合計画では、市の将来像を「住みたくなるまち日本一」

としました。この将来像を実現するため、「活かす」、「動く」、「育む」、

「つなぐ」、「守る」、「誇る」といった 6つの基本理念をエンジンとし、

産業振興、教育や福祉の充実、住民協働などを柱とした基本方針を

推進していきます。

　総合計画の着実な推進にあたっては、多くの皆様のご理解をいた

だきながら実施し、どなたからも住んで良かった、住んでみたいと

感じてもらえるまちづくりを進めてまいりたいと考えております。

　最後に、計画の策定にあたり、貴重なご意見やご提言をいただき

ました市民の皆様をはじめ、ご審議いただいた議会、審議会の皆様

に心から感謝を申し上げますとともに、今後なお一層のご指導とご

協力をお願い申し上げます。

平成 29 年 8月　富谷市長　若生　裕俊

基本構想
前期基本計画

第１編　暮らしを自慢できるまち！

第１章　富谷で働くことにやりがいを実感できるまちを創ります………………………………… …8
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住みたくなるまち日本一
～100年間ひとが増え続けるまち　村から町へ　町から市へ～

富谷市総合計画　基本構想

４つの基本方針の推進で目指す将来像を実現していきます

6つの基本理念から４つのまちづくり基本方針を推進していきます

基本方針-１　
暮らしを自慢できるまち！

基本方針-2　
教育と子育て環境を誇るまち！

基本方針-3　
元気と温かい心で支えるまち！

基本方針-4　
市民の思いを協働でつくるまち！

富谷の新たな魅力づくりや希望
あふれる将来に向けて、市民も
企業も行政も、垣根を越えて一
丸となって動きます

伝統文化や豊かな自然はもとよ
り、高齢者や障がい者、自慢の
子どもたちを守るとともに、市
民みんなの権利を守ります

富谷らしい温かい心で、市民も
企業も行政も、協働によってつ
ながるとともに、健全な財政運
営を次世代へとつなぎます

心身ともに健全な、たくましく
生きる子どもたちを育むととも
に、市民がともに助け合い、支
えあう福祉の精神を育みます

豊富な人材や誇れる豊かな自
然、歴史や特産等独自の地域資
源、そして市民の声をまちづくり
に積極的に活かします

優れた住環境をはじめ、宿場町
の歴史と伝統や特産品、緑豊か
な環境、そして富谷らしい温か
な心をみんなで誇ります

『オールとみや』
市民全員参加で創ろう６万人都市

将
来
像

基
本
方
針

基
本
理
念

※ローリング方式

計画の練り直しや見直しのことで、計画の実施過程において、計画と実績との間に食い違いが生じていないかど
うかを毎年チェックし、違いがある場合は実績に合わせて計画の再編を行い、目標の達成を図る方式のことです。

富谷市総合計画は、基本構想、基本計画及び実施計画から構成されています。

基本構想

期間：平成28年度（2016年）～平成37年度（2025年）（10年間）
市のまちづくりの将来像を示し、その実現に向けた基本方針などを定めたもので、実現に向けた取り
組みの方向性を指し示す基本計画の指針となるものです。
長期的な視点に立ったまちづくりを進めていく必要性から、計画期間は 10 年間としています。

基本計画

期間：【前期】平成28年度（2016年）～平成32年度（2020年）（５年間）
期間：【後期】平成33年度（2021年）～平成37年度（2025年）（５年間）
基本構想に掲げる「市の将来像」を実現するための施策体系や施策の展開方針、施策達成目標などを
定めたもので、個別具体の事業を示す実施計画の指針となるものです。
計画期間は、中期的な観点から達成度を検証し、計画の見直しを含めて基本構想の実現を目指してい
くものとして、前期計画 5年間、後期計画 5年間としています。

実施計画

期間：毎年度策定
実施計画は、財政計画との整合性を図りながら、基本計画で示した施策の目的を達成するために必要
な事業を具体的に示すものです。
計画の期間は 3年とし、毎年、社会経済情勢の変化及び財政状況を勘案しながらローリング方式※に
より策定します。

総合計画とは

将来
都市像

将来
人口等

施策
の大綱

各分野の現況・課題
施策の方針と内容

各年度における具体的な事業

基本構想

基本計画

実施計画

基本計画（前期5ヵ年）

実施計画（3年間）

実施計画（3年間）

実施計画（3年間）

基本計画（後期5ヵ年）

基本構想（10年間）

3年計画でローリング
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最重点プロジェクト

基本方針-１　暮らしを自慢できるまち！

基本方針-2　教育と子育て環境を誇るまち！

基本方針-3　元気と温かい心で支えるまち！

基本方針-4　市民の思いを協働でつくるまち！

将来像を実現するための４つの基本方針

目指すまちの姿

●企業誘致や起業・創業を支援し、働くことにやりがいを実感できるま
ちを目指します。
●新たな特産品の開発やスイーツでのまちづくりを進め、固有の歴史・
文化を活かしながら、”とみやシティブランド”を確立し、多様な交流
で賑わうまちを目指します。
●道路ネットワークの整備や市民バスの効果的な運用、泉中央駅まで
の交通利便性の確保などを図り、移動が便利なまちを目指します。
●豊かな自然環境の保全、公園などの整備充実を図ります。また、公
営墓地の整備検討など、住み心地の良い居住環境が実感できるま
ちを目指します。

◎企業誘致の実現による新規雇用の創出
◎起業・創業にチャレンジできるサポート体制の整備
◎とみや国際スイーツ博覧会の開催
◎道の駅の整備検討
◎宿場町「富谷」開宿400年記念事業
◎公共交通グランドデザインの策定
◎新公共交通システムの技術的検証
◎泉中央へのバス乗り継ぎ実証運行
◎住民協働による公共インフラの維持管理の推進
◎公営墓地の整備検討

最重点プロジェクト目指すまちの姿

●健やかな心身と豊かな心を持ち、国際化社会に対応できる教育環
境づくりを進め、たくましく生きる子どもの育成を目指します。
●生涯学習の普及や啓発、学習の場や機会の提供に努めるとともに、
創造性や心豊かな人間性を育むまちづくりを進めます。
●待機児童ゼロの実現や子育て世代の地域交流を深める機会の提
供などの環境づくりを推進し、子育て世代から好まれる環境整備を
進めます。

◎豊かな心の育成
◎国際理解教育の推進
◎生涯学習の活動拠点の整備
◎待機児童ゼロの実現
◎とみや子育て支援センター「とみここ」の整備運営
◎身近な地域での子育てサロン等親子で集える場の
整備充実

最重点プロジェクト目指すまちの姿

●子どもから高齢者までが健康に関心を持ち、世代を超えて交流でき
る機会を創出し、互いに支え合う、あらゆる世代が元気に暮らすまち
づくりを目指します。
●障がいを持つ方の働く場の確保や地域活動への参加に配慮し、高
齢者を含めた安全で安心な移動を支援する環境づくりを目指しま
す。

◎共に支える地域づくりの推進
◎高齢者・障がい者外出支援乗車証「とみぱす」の円
滑な運営

◎交通弱者対策の実施
◎障がいを持つ方の働く場の確保　

最重点プロジェクト目指すまちの姿

●交通安全対策や防犯対策、防災対策を推進するとともに、緊急情
報伝達の多重化など、不測の事態でも早期に日常生活が取り戻せ
る体制作りに努めます。
●リデュース（削減）、リユース（再使用）、リサイクル（再活用）の３Rを
推進します。また、「エネルギーの地産地消」の取組みについても検
討していきます。
●情報公開や情報の共有化に努め、地域のみなさんとの協働でのま
ちづくりのルールを作ります。また、財政の健全性に配慮しながら、持
続可能なまちづくりに努めます。

◎地域コミュニティによる自主防災組織の育成推進
◎まちづくりの基本となるルールづくりの整備検討
◎行財政改革の推進強化
◎人材（職員）の育成と組織体制の整備

●人口フレーム

　全国的に人口減少に転じている中、本市では、豊かな自然に恵まれた利便で潤いある生活環境により、
住宅需要は依然高く推移していることから、今後とも人口は増加していくものと予測されています。

●産業フレーム

　本市では、多様な産業の誘致や育成を通して、就労の場と雇用環境を創出し、市内就労者割合の拡大と
市民一人あたりの所得の向上を目指すとともに、市内での経済活動の好循環を促すことで豊かさの実感
できるまちを目指していきます。

将来フレーム
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20,000

10,000

0
平成 27 年 平成 32 年 平成 37 年
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55,000 人

平成 25 年

市内総生産額
（百万円）

一人あたり所得
（千円）
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第三次産業総生産額　　　　　　　一人あたり市民所得　
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の
創
出
を
図

り
ま
す
。

【
施
策
内
容
】

　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
生
産
拡
大
と
ブ
ラ
ン

ド
力
の
強
化

　
新
た
な
特
産
品
の
開
発
促
進

　
地
産
地
消
の
推
進

　
農
産
物
の
付
加
価
値
化

　
農
業
の
担
い
手
の
育
成
支
援

こ
れ
か
ら
も
富
谷
で
暮
ら
し
た
い
と
願
う

若
者
や
、
富
谷
に
転
入
を
考
え
て
い
る
多
様

な
人
々
が
、
安
心
し
て
起
業
・
創
業
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
備
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
に
即
し
た
働
き
方
が
で

き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

【
施
策
内
容
】

★
起
業
・
創
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
い

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
整
備
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7

富
谷
で
働
く
こ
と
に
や
り
が
い
を

実
感
で
き
る
ま
ち
を
創
り
ま
す

多
様
な
労
働
機
会
に
恵
ま
れ
た

市
民
の
希
望
が
活
き
る
ま
ち
づ
く
り

商
工
業
・
雇
用

第１編

暮
ら
し
を

自
慢
で
き
る
ま
ち
！

未
来
に
つ
な
ぐ
〝
面
影
〟
づ
く
り

商
業
・
観
光

〝
と
み
や
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
〟
で

自
慢
し
た
く
な
る
ま
ち
を
創
り
ま
す

新
た
な
誇
り
を
育
む
特
産
づ
く
り

起
業
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を

活
か
し
支
え
る
ま
ち
づ
く
り

農
業

起
業
支
援

か
し
、
新
た
な
価
値
を
加
え
な
が
ら
、
古
き

よ
き
富
谷
と
新
た
な
市
街
地
と
の
融
合
に
よ

る
魅
力
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
商

工
会
な
ど
の
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
市
内
商

業
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

【
施
策
内
容
】

★
宿
場
町「
富
谷
」
開
宿
４
０
０
年
記
念

事
業
の
実
施

　
し
ん
ま
ち
地
区
の
街
並
景
観
保
全
と
活

性
化

　
歴
史
や
観
光
資
源
を
活
用
し
た
魅
力
の

発
信

★…最重点プロジェクト

旧富谷町役場庁舎を改修して整備する、起業・創業支援の拠点「（仮称）富谷まち
づくり産業交流プラザ（イメージ図）」（平成30年度オープン予定）



利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
市
民
バ
ス

の
効
果
的
な
運
行
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
市

内
か
ら
泉
中
央
駅
ま
で
の
交
通
利
便
性
の
確

保
な
ど
、
生
活
圏
域
の
実
態
を
踏
ま
え
た
公

共
交
通
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定
し
、
移

動
の
利
便
性
や
安
全
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

【
施
策
内
容
】

★
公
共
交
通
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
策
定

★
新
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
技
術
的
検
証

★
泉
中
央
へ
の
市
民
バ
ス
乗
り
継
ぎ
実
証

運
行

　
市
民
バ
ス
の
充
実

安
全
・
安
心
な
水
の
安
定
供
給
と
衛
生
的

な
水
環
境
を
守
る
た
め
、
適
切
な
上
下
水
道

施
設
の
維
持
管
理
と
整
備
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
市
民
に
憩
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
、
交
流

の
場
と
も
な
る
身
近
な
公
園
の
整
備
・
充
実

を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
公
営
墓
地
の
整
備

を
検
討
す
る
な
ど
、
安
全
・
安
心
が
確
保
さ

生
活
に
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
す
緑
豊

か
な
自
然
環
境
を
保
全
・
活
用
し
、
次
世
代

に
継
承
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
市
街
地
の

街
路
樹
や
公
園
、
緑
地
等
の
身
近
な
緑
の
保

全
に
努
め
、
将
来
に
わ
た
っ
て
市
民
が
誇
り

に
思
え
る
、
ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
優
れ
た

生
活
環
境
の
創
出
を
、
市
民
と
の
協
働
に
よ

り
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

【
施
策
内
容
】

　
自
然
環
境
の
適
切
な
保
全
と
活
用

　
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
自
然
環
境
の
保

全
と
継
承

仙
台
都
市
圏
の
高
速
環
状
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
す
る
仙
台
北
部
道
路
と
国
道
４
号
を

軸
に
、
市
街
地
間
を
結
ぶ
安
全
で
快
適
な
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
進
め
、
市
民
の

緑
豊
か
な
自
然
や
農
地
な
ど
と
の
調
和
を

図
り
な
が
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
都
市
機

能
の
配
置
を
進
め
、
将
来
に
わ
た
っ
て
豊
か

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

【
施
策
内
容
】

　
安
全
で
安
心
な
土
地
利
用
の
推
進

　
良
好
な
景
観
の
形
成

　
西
部
地
域
の
土
地
利
用
の
方
向
性

　
東
部
地
域
の
土
地
利
用
の
方
向
性

新
た
な
経
済
効
果
と
地
産
地
消
を
生
み
出

す
道
の
駅
（
ス
イ
ー
ツ
の
駅
）
の
整
備
検
討

な
ど
、
ス
イ
ー
ツ
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
イ
ー
ツ
の
ま
ち
づ

く
り
を
含
め
た
ま
ち
の
魅
力
を
〝
と
み
や
シ

テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
〟
と
し
て
確
立
し
、
ブ
ラ
ン

ド
力
の
向
上
の
た
め
の
改
善
を
図
り
な
が

ら
、
効
果
的
・
積
極
的
な
情
報
発
信
に
よ
る

多
様
な
交
流
で
賑
わ
う
ま
ち
を
目
指
し
ま

す
。

【
施
策
内
容
】

★
と
み
や
国
際
ス
イ
ー
ツ
博
覧
会
の
継
続

開
催

★
道
の
駅
の
整
備
検
討

　
と
み
や
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

れ
た
、
住
み
心
地
の
良
さ
が
実
感
で
き
る
ま

ち
を
目
指
し
ま
す
。

【
施
策
内
容
】

　
利
便
性
の
高
い
良
質
な
住
宅
地
の
供
給

　
快
適
で
魅
力
的
な
居
住
環
境
の
形
成

　
公
園
機
能
の
充
実
と
適
切
な
維
持
管
理

★
住
民
協
働
に
よ
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
管
理
の
推
進

　
安
全
で
安
心
な
上
水
道
の
安
定
供
給

　
衛
生
的
で
環
境
負
荷
の
少
な
い
排
水
処
理

★
公
営
墓
地
の
整
備
検
討
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安
全
で
自
由
に
移
動
で
き
る

便
利
な
ま
ち
を
創
り
ま
す

住
み
心
地
の
良
さ
を
実
感
で
き
る

豊
か
な
ま
ち
を
創
り
ま
す

あ
ら
ゆ
る
立
場
・
世
代
の
方
々
で
も

安
全
で
自
由
に
動
け
る
ま
ち
づ
く
り

住
み
心
地
の
良
さ
を
感
じ
る

居
住
環
境
を
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り

緑
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
り

次
世
代
に
継
承
す
る
ま
ち
づ
く
り

日
常
の
利
便
性
を
安
全
で
快
適
な

道
路
で
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

豊
か
な
自
然
を
守
り

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
ま
ち
づ
く
り

公
共
交
通

住
宅
・
公
園
・
上
下
水
道

自
然
環
境
・
公
園

道
路

土
地
利
用

日
常
生
活
の
利
便
性
と
安
全
性
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

【
施
策
内
容
】

　
広
域
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

　
市
内
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

推
進

　
人
や
環
境
に
配
慮
し
た
道
づ
く
り
の
推
進

　
道
路
等
の
適
切
な
維
持
管
理
の
推
進

〝
と
み
や
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
〟
の

全
国
発
信
に
み
ん
な
で
動
く
ま
ち
づ
く
り

観
光
・
地
域
資
源



心
身
と
も
に
健
や
か
で
、
豊
か
な
心
と
道

徳
性
を
備
え
た
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
子
ど

も
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
の
恊
働
に
よ
る
教
育
活
動
、
青

少
年
健
全
育
成
活
動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

【
施
策
内
容
】

★
豊
か
な
心
の
育
成

　
健
や
か
な
身
体
の
育
成

　
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
守
り
育
て
る

環
境
整
備

　
総
合
的
な
教
育
推
進
体
制
の
構
築

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

体
力
や
年
齢
、
目
的
に
応
じ
た
主
体
的
な
ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
基
本
と
し
て
、
競
技
力
の
維

持
、
向
上
を
進
め
、
生
涯
に
わ
た
り
、
誰
も

が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
、
豊
か
な
ス
ポ
ー

ツ
社
会
を
創
造
し
ま
す
。

【
施
策
内
容
】

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
促
す
機
会
の
提
供
・

支
援

　
競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
指
導
体
制
の
充
実

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
る
体
制
の
整

備
・
充
実

生
涯
学
習
の
普
及
や
啓
発
、
学
習
の
場
や

機
会
の
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
自
主
的
・
主
体
的
な
学
習
活
動

の
支
援
と
、
活
動
の
拠
点
と
し
て
公
民
館
の

充
実
や
文
化
施
設
の
整
備
な
ど
、
生
涯
学
習

の
場
の
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
市

民
が
「
い
つ
で
も
」「
ど
こ
で
も
」「
誰
で
も
」

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
学
び
を
通
じ
て
得
た
成

果
が
ま
ち
づ
く
り
や
人
づ
く
り
に
つ
な
が
る

生
涯
学
習
を
推
進
し
、
創
造
性
や
心
豊
か
な

人
間
性
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

【
施
策
内
容
】

★
生
涯
学
習
活
動
拠
点
の
整
備

　
生
涯
学
習
の
総
合
的
な
推
進
体
制
の
強

化
・
充
実

　
生
涯
学
習
の
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供

　
生
涯
学
習
の
成
果
還
元
の
場
づ
く
り

市
立
幼
稚
園
お
よ
び
全
小
・
中
学
校
の
ユ

ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
登
録
を
進
め
、
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
お
よ
び
高
校
が
連
携
し
、
ユ
ネ

ス
コ
の
理
念
に
基
づ
く
人
類
の
尊
厳
、
国
際

理
解
を
深
め
る
教
育
等
を
重
点
的
に
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
国
際
化
社
会
に
対
応
す
る
生

き
る
力
の
育
成
を
目
指
し
た
、
小
学
校
英
語

教
育
の
支
援
体
制
の
確
立
、
中
学
生
の
海
外

体
験
研
修
旅
行
の
実
現
、
留
学
生
等
と
の
国

際
交
流
の
推
進
を
図
り
、
国
際
感
覚
を
養
う

教
育
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

【
施
策
内
容
】

★
国
際
理
解
教
育
の
推
進

　
自
ら
学
ぶ
力
と
確
か
な
学
力
を
育
む
教

育
の
推
進

　
社
会
に
つ
な
が
る
力
を
育
む
教
育
の
推
進

　
幼
児
教
育
の
充
実

　
安
心
し
て
学
べ
る
教
育
環
境
整
備
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創
造
性
豊
か
な

教
育
環
境
の
ま
ち
を
創
り
ま
す

豊
か
な
心
と
健
や
か
な
身
体
を

育
む
教
育
環
境
づ
く
り

教
育
・
青
少
年
健
全
育
成

第2編

躍
動
感
あ
ふ
れ
る

動
き
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

あ
ら
ゆ
る
世
代
が
生
き
が
い
を
感
じ
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
創
り
ま
す

生
涯
に
わ
た
っ
て

創
造
性
や
個
性
が
活
き
る
ま
ち
づ
く
り

国
際
化
・
多
様
化
に
子
ど
も
た
ち
を

つ
な
ぐ
教
育
環
境
づ
く
り

生
涯
学
習

教
育
・
国
際
交
流

教
育
と

子
育
て
環
境
を

誇
る
ま
ち
！

★…最重点プロジェクト



宿
場
町
の
歴
史
的
資
源
を
十
分
に
活
か
し

な
が
ら
、
市
民
の
郷
土
へ
の
誇
り
を
育
み
、

歴
史
遺
産
を
活
か
し
、
新
た
な
価
値
を
加
え

た
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
あ

わ
せ
て
伝
承
芸
能
な
ど
地
域
固
有
の
伝
統
文

化
を
適
切
に
継
承
す
る
と
と
も
に
、「
と
み
や

マ
ー
チ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、「
と
み
や

〝
と
み
や
っ
子
〟
を
地
域
住
民
と
と
も
に
育

む
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
待
機
児
童
ゼ

ロ
の
実
現
や
、
子
育
て
世
代
の
地
域
交
流
を

深
め
て
い
く
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
充
実
し
た
子
育
て
環

境
づ
く
り
を
推
進
し
、
子
育
て
世
代
か
ら
好

ま
れ
る
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

国
際
ス
イ
ー
ツ
博
覧
会
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
活
用
し
、
教
育
・
観
光
資
源
と
し
て
富
谷

の
文
化
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

【
施
策
内
容
】

　
宿
場
町
の
伝
統
文
化
継
承
の
取
り
組
み

　
文
化
財
の
周
知
及
び
活
用

　
新
た
な
芸
術
・
文
化
活
動
の
促
進

　
芸
術
・
文
化
活
動
の
場
の
整
備
検
討
と

活
動
組
織
の
充
実
・
強
化

【
施
策
内
容
】

★
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
実
現

　
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

★
と
み
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
と
み

こ
こ
」
の
整
備
運
営

★
身
近
な
地
域
で
の
子
育
て
サ
ロ
ン
等
親

子
で
集
え
る
場
の
整
備
充
実

　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
で
安
心
な
居
場
所

づ
く
り

　
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
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伝
統
と
文
化
を
誇
れ
る

ま
ち
を
創
り
ま
す

伝
統
文
化
を

未
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

芸
術
・
文
化

地
域
で
子
育
て
を
支
え
る

ま
ち
を
創
り
ま
す

〝
と
み
や
っ
子
〟
を

み
ん
な
で
育
む
環
境
づ
く
り

子
育
て
支
援

とみや子育て支援センター「とみここ」



高
齢
者
の
方
々
が
住
み
な
れ
た
地
域
に
い

つ
ま
で
も
元
気
に
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

高
齢
者
の
自
立
支
援
や
生
活
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の

知
恵
や
経
験
を
活
か
し
て
、
若
い
世
代
と
交

流
で
き
る
機
会
を
創
出
す
る
な
ど
、
元
気
な

高
齢
者
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し

ま
す
。

【
施
策
内
容
】

　
介
護
予
防
の
推
進

　
安
心
で
き
る
在
宅
生
活
の
た
め
の
環
境

整
備
の
推
進

★
共
に
支
え
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

　
介
護
保
険
事
業
の
推
進

救
急
医
療
に
対
応
し
た
環
境
整
備
や
医
療

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
進
め
、
市
民
の
誰

も
が
安
心
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

【
施
策
内
容
】

　
地
域
医
療
・
救
急
医
療
体
制
の
充
実

　
国
民
健
康
保
険
制
度
の
適
切
な
運
営

健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
て
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
健
康
行
動

を
実
践
で
き
る
た
め
の
環
境
整
備
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
健
康
づ
く
り
啓
発
事
業
の
充
実

を
図
り
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
元
気
を

育
む
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

【
施
策
内
容
】

　
主
体
的
な
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
環

境
づ
く
り

　
健
康
づ
く
り
の
推
進

　
若
い
世
代
や
子
育
て
中
の
親
の
健
康
意

識
の
向
上

★
と
み
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
と
み

こ
こ
」の
整
備
運
営　
※
再
掲
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15

あ
ら
ゆ
る
世
代
が
元
気
に
暮
ら
す

健
康
自
慢
の
ま
ち
を
創
り
ま
す

活
き
活
き
と
し
た〝
お
っ
ぴ
さ
ん
〟
を

誇
る
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

高
齢
者
支
援

第3編

安
心
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
で

市
民
を
守
る
ま
ち
づ
く
り

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
あ
ら
ゆ
る

世
代
の
元
気
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

医
療

健
康
・
保
健

元
気
と
温
か
い
心
で

支
え
る
ま
ち
！

★…最重点プロジェクト



障
が
い
者
の
就
労
や
自
立
に
向
け
た
支
援

の
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
活
動
へ

も
参
加
し
や
す
い
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
障
が
い
に
配
慮
す
る
地
域
の
理
解
向

上
を
進
め
、
と
も
に
集
え
る
環
境
の
整
備
を

図
り
ま
す
。

【
施
策
内
容
】

★
障
が
い
を
持
つ
方
の
働
く
場
の
確
保

　
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

　
障
が
い
者
差
別
解
消
の
推
進

　
家
族
の
精
神
的
負
担
の
軽
減

高
齢
者
に
は
安
心
な
暮
ら
し
と
生
き
が
い

が
保
た
れ
、
女
性
に
は
子
育
て
負
担
軽
減
に

よ
る
社
会
進
出
の
機
会
が
拡
充
し
、
子
ど
も

に
と
っ
て
は
高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
に
よ
る

情
操
が
育
ま
れ
る
、
三
世
代
が
同
居
・
近
居

で
き
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し

ま
す
。

【
施
策
内
容
】

　
三
世
代
が
同
居
・
近
居
で
き
る
環
境
整

備
の
推
進

★
待
機
児
童
ゼ
ロ
な
ど
の
子
育
て
を
し
や

す
い
環
境
づ
く
り

　
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ

く
り

★
雇
用
の
場
の
創
出

三
世
代
で
支
え
あ
う
ま
ち
や
、
市
民
が
み

ん
な
で
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
一

方
で
、
地
域
ぐ
る
み
の
相
互
扶
助
を
実
現
し

て
い
く
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
活
動
の
支
援
を
進
め
ま

す
。こ
れ
に
よ
り
、支
え
合
い
の
精
神
が
隅
々

ま
で
行
き
渡
っ
た
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

【
施
策
内
容
】

　
地
域
の
人
材
の
育
成
と
活
用

　
相
談
事
業
の
推
進

　
援
助
体
制
の
強
化

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
健
康
増
進
や
社
会

参
画
の
促
進
の
た
め
に
、
安
全
で
安
心
な
移

動
に
配
慮
し
た
移
動
を
支
援
す
る
た
め
の
環

境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

幅
広
い
世
代
の
方
が
情
報
交
換
や
趣
味
の

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
、
気
軽
に
集
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高
齢
者
も
障
が
い
者
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
創
り
ま
す

身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
み
ん
な
の

支
え
に
な
る
ま
ち
を
創
り
ま
す

障
が
い
者
も
自
立
し
て

地
域
と
と
も
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

三
世
代
が
つ
な
が
り
支
え
あ
う

ま
ち
づ
く
り

相
互
扶
助
の
心
で

地
域
活
動
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

高
齢
者
や
障
が
い
者
の

安
全
安
心
な
移
動
を
守
る
ま
ち
づ
く
り

市
民
が
み
ん
な
で
支
え
守
る

ま
ち
づ
く
り

障
が
い
者
支
援

家
族
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

地
域
活
動

高
齢
者
・
障
が
い
者
支
援

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

【
施
策
内
容
】

★
高
齢
者
・
障
が
い
者
外
出
支
援
乗
車
証

「
と
み
ぱ
す
」
の
円
滑
な
運
営

★
交
通
弱
者
対
策
の
推
進

え
る
地
域
交
流
拠
点
の
整
備
拡
充
な
ど
を
図

り
、
語
り
合
い
、
集
い
合
う
中
で
地
域
の
方

を
地
域
の
方
が
支
え
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

【
施
策
内
容
】

★
共
に
支
え
る
地
域
づ
く
り
の
推
進（
再
掲
）

　
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
推
進



大
規
模
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
で

も
、
で
き
る
限
り
の
減
災
に
努
め
、
自
助
・

共
助
・
公
助
が
適
切
に
役
割
分
担
さ
れ
る
よ

う
、
平
常
時
か
ら
の
防
災
対
策
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
救
急
・
消
防
活
動
や
緊
急
物
資

の
輸
送
な
ど
に
大
き
な
支
障
を
き
た
さ
な
い

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も

に
、
緊
急
情
報
伝
達
の
迅
速
化
と
多
重
化
な

ど
、
不
測
の
事
態
に
も
早
期
に
日
常
生
活
が

取
り
戻
せ
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

【
施
策
内
容
】

★
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
自
主
防
災

組
織
の
育
成
推
進

　
減
災
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化

　
耐
震
構
造
化
へ
の
取
り
組
み
強
化

　
消
防
力
の
強
化

異
な
る
歴
史
、
文
化
や
生
活
習
慣
を
持
つ

人
達
と
の
交
流
や
、
市
民
の
一
体
的
な
つ
な

が
り
、
男
女
共
同
参
画
な
ど
に
関
す
る
考
え

方
を
醸
成
し
、
開
か
れ
た
環
境
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

【
施
策
内
容
】

　
人
権
教
育
と
人
権
相
談
の
推
進

　
異
な
る
文
化
や
生
活
習
慣
を
持
つ
人
達

と
の
交
流
の
推
進

　
市
民
の
交
流
と
融
合
の
推
進

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進

警
察
・
消
防
・
救
急
等
関
係
機
関
と
、
地

域
や
事
業
所
、
学
校
、
行
政
な
ど
の
連
携
に

よ
る
防
犯
組
織
の
充
実
を
図
り
ま
す
。ま
た
、

交
通
安
全
教
育
や
交
通
安
全
啓
発
活
動
、
消

費
生
活
問
題
に
対
応
す
る
情
報
提
供
や
相
談

対
応
な
ど
を
行
い
、
安
全
で
安
心
な
環
境
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

【
施
策
内
容
】

　
防
犯
体
制
の
確
立
と
環
境
整
備

　
地
域
ぐ
る
み
の
交
通
安
全
運
動
の
展
開

　
交
通
危
険
箇
所
の
改
善
措
置

　
消
費
生
活
保
護
の
充
実
強
化
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19

日
常
生
活
が
安
心
で
包
ま
れ
た

ま
ち
を
創
り
ま
す

不
測
の
事
態
で
も

安
心
を
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

防
災
・
救
急
・
消
防

第4編

多
様
な
立
場
や
考
え
方
を
尊
重
し

市
民
を
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

人
権
尊
重
・
男
女
共
同

安
心
な
暮
ら
し
を

み
ん
な
で
守
る
ま
ち
づ
く
り

防
犯
・
交
通
安
全
・
消
費
生
活

市民の思いを
協働でつくるまち！

★…最重点プロジェクト



美
し
く
整
然
と
し
た
市
街
地
環
境
を
保
つ

た
め
、
ゴ
ミ
や
廃
棄
物
の
適
正
処
理
に
向
け

た
取
組
を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
、
リ
デ
ュ
ー
ス（
削
減
）・
リ
ユ
ー
ス

（
再
使
用
）・
リ
サ
イ
ク
ル（
再
活
用
）の
３
Ｒ

を
市
民
と
と
も
に
推
進
し
、
そ
の
活
動
に
よ

り
豊
か
な
自
然
環
境
や
良
好
な
居
住
環
境
と

し
て
享
受
さ
れ
る
（
リ
タ
ー
ン
）「
３
Ｒ+

１
Ｒ
」
の
ま
ち
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

【
施
策
内
容
】

　
ご
み
処
理
の
適
正
化

　
ご
み
の
排
出
抑
制
と
再
資
源
化

　
環
境
美
化
の
推
進

限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
に
運
用
し
、
よ

り
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
市
民
に
提
供

し
て
い
く
と
と
も
に
、
自
主
財
源
の
確
保
に

努
め
な
が
ら
財
政
の
健
全
性
に
配
慮
し
、
持

続
可
能
な
行
政
経
営
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

時
代
や
環
境
の
変
化
に
伴
う
要
請
に
、
柔
軟

か
つ
的
確
に
対
応
で
き
る
職
員
の
育
成
や
、

組
織
体
制
の
不
断
の
見
直
し
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

【
施
策
内
容
】

　
税
収
入
安
定
化
の
推
進

　
健
全
な
行
財
政
経
営
の
推
進

　
情
報
公
開
の
推
進

　
電
子
自
治
体
の
推
進

★
行
財
政
改
革
の
推
進
強
化

★
人
材
（
職
員
）
の
育
成
と
組
織
体
制
の

整
備

地
球
環
境
の
改
善
に
貢
献
す
る
と
と
も

に
、
快
適
な
住
環
境
の
構
築
、
地
域
経
済
の

活
性
化
、
新
た
な
雇
用
の
創
出
、
光
熱
費
の

低
廉
化
に
資
す
る
よ
う
、
地
域
で
必
要
な
エ

対
話
と
情
報
公
開
に
よ
る
情
報
の
共
有
化

を
進
め
る
こ
と
で
、
市
民
と
行
政
と
の
つ
な

が
り
を
さ
ら
に
深
め
、
市
民
が
市
政
に
参
加

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。ま
た
、

ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
の
育
成
、
組
織
化
、

活
性
化
を
進
め
、
地
域
の
思
い
を
地
域
の
み

ん
な
で
叶
え
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

【
施
策
内
容
】

　
広
報
や
広
聴
機
能
の
充
実

　
計
画
づ
く
り
へ
の
住
民
参
加
の
推
進

★
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
ル
ー
ル
づ

く
り
の
整
備
検
討

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
啓
発
と
公

益
活
動
や
団
体
へ
の
支
援
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富谷市富谷坂松田30番地

富谷市長　若生 裕俊　行
（市長公室 秘書広報担当）

切
手
を
貼
ら
ず

に
投
函
し
て
く

だ
さ
い
。

9
8
1
3
3
9
0

広報とみや - 私の声 - おもて CMYK

855

が届くまち とみや皆さんの声

（ キ リ ト リ ）

（ や ま 折 り ）

（
キ
リ
ト
リ
）

（
キ
リ
ト
リ
）

■問市長公室 秘書広報担当（☎358-3151）

平成28年10月10日に誕生した富谷市では
「住みたくなるまち日本一」の実現を目指し、
皆さんの声が届く市政を心がけております。
市政について、お気付きの点がございましたら、ご意見・ご提案など、
どんなことでも構いませんので皆さんの声をお聞かせください。
皆さんからの貴重な声は、すべて市長が内容を確認し、
今後の市政運営に活かしてまいります。
また、住所・氏名の記載のあるものにつきましては、回答書をお送りします。
なお、教育委員会や議会事務局など部局外の内容につきましては、制度上、
市長からの直接的な回答ができない場合がありますので、ご理解願います。
皆さんからの“声”をお待ちしております。

富谷市キャラクター
「ブルベリッ娘」と「ブルピヨ」

料
金
受
取
人
払
郵
便

新
仙
台
郵
便
局

承
　
　
認

差
出
有
効
期
間

H
29.

9.
30

ま
で

持
続
可
能
な
都
市
環
境
が

ブ
ラ
ン
ド
に
な
る
ま
ち
を
創
り
ま
す

健
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

み
ん
な
が
協
働
す
る
ま
ち
を
創
り
ま
す

資
源
循
環
を
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

誇
る
４
Ｒ
の
ま
ち
づ
く
り

未
来
に
不
安
の
な
い

健
全
経
営
で
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

地
球
環
境
へ
の
貢
献
に
つ
な
ぐ

エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消
の
ま
ち
づ
く
り

市
政
運
営
に
み
ん
な
の

知
恵
と
力
を
活
か
す
ま
ち
づ
く
り

環
境
衛
生

行
財
政
経
営

省
エ
ネ
・
自
然
エ
ネ

住
民
参
加
・
協
働

ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
で
生
み
出
し
、
地
域
で
活

用
す
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
」
の
取

組
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【
施
策
内
容
】

　
低
炭
素
社
会
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み

　
公
害
発
生
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消
を
目
指
し
た
取

り
組
み
の
検
討
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TOMIYA
MASTER

PLAN

市内全5校の中学生による合唱で市民歌がレコーディングされ、折々に美しい歌声で聞くことができます。

市制施行とともに
市民歌 制定。

04

これからの富谷を奏でるシンボルソング。

作詞／菊池 拓哉さん（MONKEY MAJIK／Dr）

作曲／メイナード プラントさん（MONKEY MAJIK／Vo＆G）

平成28年10月10日、市制施行という新たな歴史の1ページを刻んだ富谷。
この節目にあたり、長年親しまれてきた町民歌に代わる「市民歌」が制定
されました。作詞作曲を手掛けたのは、「MONKEY MAJIK（モンキーマ
ジック）」のメンバーであり、富谷在住の菊池拓哉さんとメイナード プラン
トさん。誰もが気軽に口ずさみ、数十年後まで歌い継がれる、富谷愛にあ
ふれたシンボルソングが、ここに完成しました。

MONKEY MAJIK（モンキーマジック）
カナダ人２名と日本人２名で構成されたロック・バンド。“ジャンル”にとらわれない“サウンドアプローチ”で、“誰
しもの感情や記憶を揺らすような普遍性に満ちたメロディー”を武器に“自由でボーダ・レスなGood Music”を
生み続けている。

子どもたちには未来に思いを馳せながら歌ってほしいし、大人は酒の席でグ
ラスを傾けながら、賑やかに歌ってもらえたらうれしいなと。
実は作詞をしていたのはツアー中で、ライブが終わると毎日部屋にこもって
考えていたんですが、ある時メイナードが「楽しみながら作ったほうがいい
よ」って。楽しめること。やっぱりそれがいちばん大切だと思うし、いろいろ
な集いの場で自然に口ずさまれて、みんながひとつになるような歌になって
くれたら。そう思いますね。

僕も小・中学校は合唱をしていたから、みんなで歌うあの雰囲気を思い出し
ながら作曲しました。メロディがすっと入りやすく、どこかで聴いたことがあ
るようで、何か恋をしたくなるような。何も考えないで口ずさめるようなもの
になればいいなと。僕はカナダ人であり、富谷市民。音楽には、国境や世代
を越えるパワーがあると思う。この歌を歌いつないでいく子どもたちには、
ワールドワイドにのびのびと人生を楽しんでもらいたいですね。

03

Message

富谷市市民歌
作詞／菊池拓哉　　作曲／メイナード プラント

こがねいろ

いにしえ とお みや

とわ

いのち

あす

黄金色に輝く大地

朝焼けに染まる七ツ森

季節の表情鮮やかに

生命豊かな理想郷

想い敬って

学び受け継いで

誇りを胸に自由な明日へ

やがて時は過ぎ

巡り巡っても

ともに手をとり

輪となれ  ああ富谷

生い茂る木々に囲まれた

古の神秘十の宮

悠久の歴史想い馳せ

古式ゆかしき我が故郷

想い敬って

学び受け継いで

誇りを胸に自由な明日へ

やがて時は過ぎ

巡り巡っても

ともに手をとり

輪となれ  ああ富谷

笑顔で行き交う人の波

隆盛極めた富谷宿

老いも若きも朗らかに

希望にあふれる我が故郷

想い敬って

学び受け継いで

誇りを胸に自由な明日へ

やがて時は過ぎ

巡り巡っても

ともに手をとり

輪となれ  ああ富谷

永遠に手をとり

輪となれ  ああ富谷

富谷市市勢要覧 富谷市市勢要覧
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